
 

 

２ 乙丑の獄と五卿 

 

慶応元(1865)年 6 月、五卿が大打撃を受ける事件が起こりました。福岡藩は勤王派を一掃する

粛清を断行し、その影響は太宰府で宿屋を営む栗原孫兵衛の入牢など、市井にも及びました（乙

丑の獄）。 

藩から五卿の世話を命じられ

た勤王派の藩士団頼母は、五卿

から厚い信頼を受けた人物でし

た。あるとき頼母は、勤王派が藩

主の交替を画策しているとの陰

謀を五卿から聞かされます。頼

母はこのことを藩に報告し、藩

主黒田斉溥（長溥）は大いに立腹

しました。乙丑の獄が起こった

要因はいくつもありますが、頼

母の報告も重要な要素となった

ことでしょう。 

 

栗原孫兵衛が営んだ松屋（太宰府天満宮参道） 


